
　　　　
（別添資料１）

事業所名 チャイルドサポートみやこⅠ 支援プログラム（参考様式） 作成日 8 年 4 月 1 日

法人（事業所）理念 全社員及びその家族の物心両面の幸せを追求する。謙虚にしておごらず人格を高め地域社会に貢献する。

支援方針 誰のため、何のためになるのかを考えて、行動する

営業時間 9 時 0 分から 17 時 0 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活
・日々のバイタルチェック、全身状態や呼吸状態の細やかな観察をすることで体調を安定させ定期的な利用ができるよう支援する
・痙攣発作等による体調の変化を密に観察し、早期発見早期対応に務める

運動・感覚
・感覚に働きかける活動を通して、さまざなま経験を積み重ね身体と心の成長・発達を促す
・特性に合わせた安楽な姿勢で楽しく活動に参加できるように状態に合わせたポジショニングを行う
・必要に応じて排痰ケアを行い、心身ともにリラックスできるよう支援する

認知・行動
・毎日行うことをルーティン化させていくことで、イメージをもたせた見通しが作れるように支援する
・物事に入る前にはまず実物等を提示して声掛けをし、感触や感覚を感じてもらい繰り返し行うことで自ら興味、関心を持てるように支援する

言語
コミュニケーション

・日々の活動や日常の介助を通して、自分の思いや気持ちを表出（表情、発声、発語、スキンシップ、ジェスチャーなど）、他児との関わりも意識する支援
・指先や目線などの小さなサインも見逃さず、子どもが伝わったという気持ちを繰り返し体験することで、人と関わる楽しさや喜びを育む

人間関係
社会性

・異年齢児や、利用者以外の子どもや大人との関わりから他児・他者の存在を知り、触れ合うことから社会性を育む
・活動や行事等を通して、多くのことを経験し、経験値を増やす

家族支援

・両親の就労のため、利用時間延長サービスを提供
・保護者の介護負担軽減の為、必要に応じて受診の同行を実施
・事業所の所有する車両により利用児の自宅と事業所との間、又は学校
から
　事業所までの送迎を実施

移行支援 ・事業所での支援の経過や発達状況等、移行先との情報共有

地域支援・地域連携
・行政、医療機関、学校などの関係機関との連携
・医療的ケア児連絡会などへの参加
・担当者会議へ参加し、他事業所との連携や情報共有を実施

職員の質の向上
・職員の内部、外部への各種研修会の参加
・毎月全職員合同の会議、職員主催の勉強会の実施
・e-ラーニングを活用したオンデマンド研修

主な行事等 誕生日会、七夕集会、夏祭り、交通安全、みやくるるフェスティバル、ハロウィン、家族参加型イベント、クリスマス会、節分等、お泊り保育（年長のみ）


